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被被扶扶養養者者現現況況届届  

訂訂正正がが必必要要なな場場合合はは、、訂訂正正すするる箇箇所所をを二二重重線線でで抹抹消消後後、、正正ししいい内内容容とと訂訂正正者者のの署署名名（（ササイインン））をを記記載載しし
ててくくだだささいい（（従従来来通通りりのの訂訂正正印印もも可可））  
日日本本無無線線健健康康保保険険組組合合  御御中中                                        提提出出令令和和    年年    月月    日日  

下下記記のの通通りり届届出出いいたたししまますす。。  

被被保保険険者者  
記記号号  番番号号          

氏氏名名    

確確認認後後□□にに✓✓ををししててくくだだささいい。。  

□ 下下記記のの認認定定対対象象者者はは私私がが主主ととししてて生生計計維維持持しし、、扶扶養養ししてていいまますす。。  
□ 認認定定対対象象者者のの加加入入後後のの収収入入見見込込額額はは年年間間 113300 万万円円（（月月収収平平均均 110088,,333344 円円））【【6600 歳歳以以上上・・障障害害年年金金

受受給給者者はは 118800 万万円円（（月月収収平平均均 115500,,000000 円円））】】未未満満でで、、かかつつ被被保保険険者者のの年年収収のの 11//22 未未満満でですす。。  
□ ここのの届届出出内内容容にに相相違違ななくく今今後後変変更更がが生生じじたた場場合合ににはは速速ややかかにに貴貴殿殿にに手手続続ををすするるここととをを約約束束ししまま

すす。。ままたた違違反反ししたた場場合合はは資資格格をを取取りり消消しし、、当当該該期期間間中中にに受受けけたた保保険険給給付付ををすすべべてて返返却却いいたたししまますす。。  

認認定定対対象象者者（（被被扶扶養養者者））ににつついいてて  

認認定定対対象象者者（（被被扶扶養養者者））  氏氏  名名  続続柄柄    

以以下下該該当当すするる□□にに✓✓ををつつけけ、、必必要要なな項項目目にに記記入入  
①①届届出出理理由由・・事事実実発発生生日日ににつついいてて  

※※下下記記事事実実発発生生日日よよりり１１かか月月以以上上経経過過ししてて申申請請ししてていいるる場場合合はは「「66、、届届出出遅遅延延理理由由」」もも併併せせてて記記入入  
届届出出理理由由  事事実実発発生生日日  

□□11、、被被保保険険者者  （（再再））  加加入入にに伴伴うう申申請請 加加入入・・再再加加入入日日  令令和和      年年      月月      日日  
□□22、、退退職職・・廃廃業業  退退職職・・廃廃業業日日  令令和和      年年      月月      日日  
□□33、、雇雇用用保保険険受受給給終終了了  雇雇用用保保険険支支給給終終了了日日  令令和和      年年      月月      日日  
□□44、、労労働働条条件件変変更更にによよるる収収入入減減  労労働働条条件件変変更更日日  令令和和      年年      月月      日日  
□□55、、そそのの他他((事事実実発発生生日日・・具具体体的的理理由由ななどど))                    事事実実発発生生日日          令令和和      年年      月月      日日  

  具具体体的的理理由由：：                                                                                                                    
                                                                                            
                                                                                                                                                    
                                                                                            

□□66、、届届出出遅遅延延理理由由：：                                                                                                                                    
                                                                                                                                                        
                                                                                                                                                      

②②届届出出前前にに加加入入ししてていいたた健健康康保保険険ににつついいてて  

加加入入ししてていいたた健健康康保保険険機機関関  加加入入期期間間  種種別別  種種別別  22、、被被扶扶養養者者のの場場合合はは扶扶養養ししてていいたた者者のの  
氏氏名名・・続続柄柄・・今今回回扶扶養養ししななくくななっったた理理由由をを記記入入  

□□11、、健健康康保保険険組組合合・・協協会会けけんんぽぽ    年年  月月  日日～～  年年  月月  日日  □□11、、被被保保険険者者  
□□22、、被被扶扶養養者者                                  

□□22、、国国民民健健康康保保険険    年年  月月  日日～～  年年  月月  日日  □□11、、被被保保険険者者  
□□22、、被被扶扶養養者者    

□□33、、そそのの他他（（              ））    年年  月月  日日～～  年年  月月  日日  □□11、、被被保保険険者者  
□□22、、被被扶扶養養者者    

  

健保　太郎

× × ×

1010 99999

✓

✓

✓

健保　花子 妻

✓

✓

✓ ✓

×

×

×

×

×

×
　　　　　　　　 事実発生日に結婚し同居しています。 結婚前、 妻はアルバイトなどによる収入があり

ましたが、 収入が少なく父親の扶養となっていました。 結婚後は家事に専念するため、 収入が少な

く私が扶養しています。

　　　　　　　　　認定対象者である妻は退職後、 すぐに就職活動を行っていましたので認定の届出

をしておりませんでした。 しかし就職先がなかなか決まらず、 今後はその状況がしばらく続く見

込みのため就職が決まるまでの間、 届出をすることといたしました。

× ×× ×× ×



次次ペペーージジへへ      22//33  

③③雇雇用用保保険険（（失失業業保保険険））受受給給のの有有無無・・収収入入状状況況ななどどににつついいてて      

下記に対する添付書類は申請書式 NO.1「被扶養者を増やす 
申請をするときの添付書類」でご確認ください 

  受受給給有有無無ととそそのの状状況況  
添添付付  
書書類類  
NNOO  

雇雇 用用 保保 険険  
□□有有（（受受給給・・延延長長予予定定含含むむ〉〉  

（（支支給給期期間間                    ～～    //日日額額                円円））  
□□無無（（受受給給ししまませせんん））  

99  
1100  

  

④④収収入入のの有有無無・・状状況況ななどどににつついいてて    
下記に対する添付書類は申請書式 NO.1「被扶養者を増やす 

※※該該当当すするるすすべべててのの収収入入をを記記入入          申請をするときの添付書類」でご確認ください 

種種      類類  金金  額額  
添添付付  
書書類類  
NNOO  

㋐㋐  公公的的年年金金  
（（老老齢齢・・遺遺族族・・障障害害・・共共

済済組組合合脱脱退退一一時時金金））  

□□有有（（年年収収見見込込                                      円円））  
□□無無  支支給給停停止止//受受給給資資格格ののなないい場場合合ははそそのの理理由由：：                  

                                                            
1111  

㋑㋑  そそのの他他年年金金  
（（企企業業・・個個人人年年金金ななどど））  

□□有有（（年年収収見見込込                                      円円））  
□□無無  

1111  

㋒㋒  傷傷病病・・出出産産手手当当金金、、  
労労災災給給付付金金ななどどのの給給付付金金  

□□有有  （（受受給給予予定定含含むむ））    
支支給給期期間間                      ～～  //日日額額                円円  
日日額額××336600 日日  年年収収見見込込                                円円  

□□無無（（受受給給ししまませせんん））  

1144  

㋓㋓  勤勤 労労 収収 入入  

□□有有    ※※交交通通費費ななどど含含めめたた総総支支給給額額  
月月収収内内訳訳：：時時給給          円円、、11 日日        時時間間、、月月        時時間間  
          ++  月月交交通通費費              円円  
上上記記月月収収××1122 かか月月  年年収収見見込込                              円円  

      ++  賞賞与与・・手手当当金金ななどど  年年収収見見込込                        円円  
          ↓↓    
      ==  勤勤労労年年収収合合計計見見込込                                  円円  
□□無無（（勤勤労労収収入入ががなないい理理由由：：                                  ））  

1122  

㋔㋔  自自営営業業収収入入  

((営営業業・・不不動動産産・・農農業業・・

株株式式配配当当ななどど））  

□□有有    事事業業内内容容：：                                                                            
年年収収見見込込                                                    円円  

□□無無  
1133  

㋕㋕  そそ のの 他他  
□□有有      事事業業内内容容：：                                                      

年年収収見見込込                                                    円円  
□□無無    

1155  

㋐㋐～～㋕㋕のの合合計計  合合計計年年収収
．．

見見込込                                      円円    

  
収収入入見見込込額額とと添添付付書書類類のの金金額額ががかかけけ離離れれてていいるる、、今今後後のの収収入入額額ににつついいてて伝伝ええたたいいここととががああるる場場合合はは記記入入  
                                                                                                
                                                                                                
                                                                                                

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

手続き中のため未定

年金の支払い

期間が短い、 繰り下げ受給をしたため

病気 ・家事 ・育児 ・介護のため

50,000

900,000

900,000

950,000

0

××××

××××

××××

勤務先の繁忙期により月収増加が多少ありますが、 上限 12 万円、 2 か月間程度です。 他の月は×万円

程度で平均月収は上記㋓の通りとなり、 年間の収入見込みは×××万円となります。
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⑤⑤居居住住ししてていいるる家家ににつついいてて    

□□11、、申申請請者者のの持持ちち家家                                      □□33、、借借家家    （（月月額額                                    円円））  
□□22、、認認定定対対象象者者のの持持ちち家家                                  □□44、、そそのの他他（（理理由由：：                                ））  

  

⑥⑥認認定定対対象象者者にに対対すするる扶扶養養義義務務者者のの確確認認ににつついいてて（（同同居居・・別別居居をを含含めめ申申請請者者・・父父母母・・兄兄弟弟・・姉姉妹妹等等全全員員記記入入））  
※※認認定定対対象象者者がが同同居居ししてていいるる妻妻・・夫夫・・子子のの場場合合はは記記入入不不要要でですす。。  

氏氏          名名  続続柄柄  職職      業業  現現          住住          所所  
                                

        

        

        

        

  

⑦⑦生生計計維維持持関関係係ににつついいてて    

〇〇認認定定対対象象者者がが  「「同同居居」」  ししてていいるる場場合合  

11 ヵヵ月月平平均均所所要要家家計計費費  
（（扶扶養養者者以以外外もも含含めめたた同同居居世世帯帯））  約約                              円円（（            名名））  

他他のの同同居居者者はは生生計計費費をを負負担担ししてていいまますすかか  
□□有有                名名  負負担担者者のの続続柄柄                                              

負負担担月月額額                                              円円  
□□無無  

  
〇〇認認定定対対象象者者がが  「「別別居居」」  ししてていいるる場場合合  

認認定定対対象象者者のの続続柄柄  左左記記にに対対すするる添添付付証証明明書書  

□□11、、両両親親・・祖祖父父母母・・［［高高校校//短短大大//専専門門//大大学学（（院院））等等のの］］学学生生以以外外のの子子  
送送金金確確約約書書（（申申請請書書式式 NNoo..55））・・送送金金証証明明直直近近 11～～33 ヵヵ

月月分分（（金金融融機機関関のの送送金金証証明明書書ココピピーー））をを添添付付  

□□22、、そそのの他他（（別別居居理理由由をを詳詳ししくく記記入入ししててくくだだささいい））  

理由記入欄 :                                              

                                                         

                                                         

会会社社辞辞令令にによよるる別別居居のの場場合合はは、、会会社社のの証証明明書書ココピピーーをを

添添付付。。（（証証明明書書のの交交付付ががなないい場場合合はは会会社社かからら受受領領ししまま

すすののでで添添付付不不要要でですす））  

別別居居世世帯帯のの 11 ヵヵ月月平平均均所所要要家家計計費費  約約                                  円円（（                  名名））  

被被 保保 険険 者者 かか らら のの 仕仕 送送 りり  毎毎月月                      円円  

被被 保保 険険 者者 以以 外外 のの 仕仕 送送 りり  
□□有有  仕仕送送りり者者氏氏名名・・続続柄柄                                                                      

  月月額額平平均均                                            円円  
□□無無  

  

⑧⑧届届出出ににああたたりり特特にに伝伝ええたたいいここととががああるる場場合合はは記記入入  

                                                                                                                    

                                                                                                                    

                                                                                                                    

                                                                                                                    

ここのの届届出出にに記記載載さされれたた個個人人情情報報はは、、扶扶養養認認定定をを適適正正にに判判断断すするる為為、、並並びびにに健健保保組組合合のの業業務務をを遂遂行行すするる為為にに収収集集しし利利用用ししまますす。。  

長男

・退職証明書は現在交付中のため、 1 週間以内に提出いたします。

・ �所得証明書に自営業の記載がありますが、廃業しているため廃業証明書・確定申告書控えを添付します。

・ �母の認定に際し以前の生計維持については、 父とは×年×月に離婚しており、 離婚後父やその他の方

からの援助などはなく母の退職前の給与収入で生計をたてていました。

80,000✓

○○　○○○ 父 無職 ○○県○○市○○町 2-3-4

○○県○○市○○町 3-4-5

○○県○○市○○町 4-5-6-201

〃〃

会社員

〃

母

兄

妹

○○　○○○

○○　○○○

○○　○○○

250,000 3

✓

✓

✓

30,000

1

・ 会社辞令により別居となったため

・ �○○県に住む親の介護のため別居となったため

180,000

150,000

1


